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産卵に参加しているクサフグにおける TTX類の濃度 

 

研究成果のポイント 

・クサフグ産卵個体群の TTX 類の濃度には地域差が認められ、その局在は雌雄差が顕著で

あった 

・クサフグのオスは TTX を皮膚と肝臓に、5,6,11-trideoxyTTX（TDT）を皮膚に多く蓄積し

ていたのに対し、メスは TTXと TDT を卵巣と皮膚に多く蓄積していた 

・全身の TTX/TDT 比は、オスで 2前後、メスで 1強であった。 

 

研究成果の概要 

（研究背景） 

 フグ科魚類の多くは、フグ毒（TTX）を保有しています。5月から 7月の新月・満月の日

前後に海岸に集合し、産卵を行う習性を持つクサフグも多量の TTX を保有することが知ら

れています。TTX は、多くの海洋生物にとって有害であり、フグ科魚類は身を守るために

TTX を保有していると考えられてきました。しかし近年、各地のクサフグの産卵場では、

ウツボがクサフグを捕食している様子が頻繁に観察されるようになりました。これまでに、

ウツボが TTX に耐性があるとの報告はないため、何らかの理由があると考えられます。そ

こで本研究では、クサフグに着目し、産卵に訪れたクサフグの TTX 保有量を調べることに

しました。その際、TTXの生合成中間体と推定されている 5,6,11-trydeoxyTTX（TDT）の保

有量も調べました。 

 

（研究成果） 

 2022 年 6 月に千葉県鴨川と神奈川県江の島の海岸で産卵に訪れたクサフグを採捕し、産

卵に参加しているクサフグの性比を確認後、皮膚、肝臓、生殖腺およびその他の組織に分け

て TTX 類の濃度を調べました。その結果、いずれの地点でも産卵に参加していた個体群の

性比は 9：1で圧倒的にオスが多いことが明らかとなり、1個体あたりの TTX 類は雌雄とも

に江の島の個体群よりも鴨川の個体群の方が多いことが明らかとなりました。また GSIは、



オスの場合は保有する TTX 量との相関なく 10～20 の範囲にあったのに対し、メスの場合

は 10未満、15以上に 2極化していました。メスは産卵に参加して卵を放出することで急激

に GSIが低下するのに対し、オスは少量の精子を放出しているため、GSIの大きな低下が認

められなかったものと考えられ、メスは 1 シーズンに 1 度、オスは何度も産卵に参加する

ため、産卵参加個体群中に圧倒的にオスが多いことを反映しているものと思われます。 

 鴨川の個体群における TTX の各組織への局在を調べた結果、オスでは皮膚と肝臓に全身

の 70％近くが蓄積していたのに対し、メスでは卵巣に全身の 50％以上、皮膚と合わせると

70％以上が蓄積していました。江の島の個体群でも同様な傾向が認められました。一方、

TDTについては、鴨川の個体群において各組織への局在を調べた結果、オスでは全身の 70％

近くが皮膚に蓄積していたのに対し、メスでは全身の 90％以上が皮膚と卵巣に蓄積してい

ました。この傾向は江の島の個体群でも同様でした。 

 全身の TTX/TDT 比は、オスで 2 前後、メスで 1 強でしたが、各組織の TTX/TDT 比につ

いては興味深い結果が得られました。オスの場合、肝臓で 15～24、生殖腺やその他の組織

では 2～4程度、皮膚では 1～2程度でした。一方メスの場合、肝臓で 4～9程度、皮膚や生

殖腺、その他の組織では 1～2 程度でした。いずれの地点でも雌雄ともに、皮膚における

TTX/TDT 比が低いことが明らかとなりました。 

 このように、本研究では、産卵に参加していたクサフグを採捕して保有する TTX 類を調

べましたが、これまでの関東南岸でのクサフグの保有毒量と比較すると、両海域の個体群と

もに個体差はあるものの 1 個体あたりの保有 TTX 量が低下していることが明らかとなりま

した。この理由としては、クサフグのメスは TTX を卵に供給して放卵するのに対し、オス

では体表から放出していることが示唆されました。実は、フグ類は TTXではなく TDT を嗅

覚で感知して誘引されることが明らかにされており、TDT が集合フェロモン様物質として

利用されていることが考えられます。産卵に参加しているクサフグのオスの皮膚で TTX が

減少したのは、この TDTを放出しようとして同時に TTX も放出されてしまったことによる

のかもしれません（図）。 
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